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平成２４年度 第３回 府中市国民健康保険運営協議会（平成２４年７月２６日開催）  

 

会議録（要点筆記） 

 
会   長：皆様にはお忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。それ

ではこれより議事日程に従いまして会議を進めさせていただきます。 
 
日程第１ 府中市国民健康保険被保険者に対する総合健康診査料助成等の見直し

について 
 
会   長：日程第１の「府中市国民健康保険被保険者に対する総合健康診査料助成

等の見直しについて」を議題とします。事務局より説明願います。 
 

保険年金課長補佐が資料１・資料２について説明を行った 
 

会   長：府中市の人間ドックが廃止される方向にあることから国保に関わる条例

の廃止の諮問をいただいておりますので、引き続き委員の方から意見を

頂戴したいと思います。 
委 員：諮問内容について改めて確認したいのですが、人間ドックの廃止につい

ての議論ではなく、廃止後の対応について議論するということでよろし

いでしょうか。 
保険年金課長：委員のおっしゃる通り、国民健康保険の条例は国保の被保険者が保健セ

ンターで実施している人間ドックを受診した際の助成について定めたも

のであります。現在、府中市で人間ドック事業について見直しが行われ

ており、廃止になった場合は国保の条例も手続き上廃止となるというこ

とでございます。国保の条例は保健センターで行われる人間ドックに特

化した助成であり、そのための条例となっておりますので、本体がなく

なった場合、それに付随してこの条例も廃止になるということです。そ

のため、人間ドックを廃止するか否かの議論の場ではございません。 

委 員：そうしましたら、諮問機関への諮問という意味合いがあまりないのでは

ないでしょうか。当然黙っていてもなくなるものであれば、私たちは答

えるべきものではないと思うのですが。人間ドックをなくすことへの裏

付けとしての諮問という形は取っていただきたくないと思います。 
会   長：諮問を受けた私がお答えいたします。府中市が人間ドック廃止の方向で
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検討しているということですが、これは議会等で議論・決定されるもの

となります。しかし、国民健康保険関係の条例の改廃は運営協議会での

結論を得た上で、議会に説明することになっております。そのため、仮

に人間ドックの条例が廃止されると国保の被保険者に対する人間ドッ

クの助成条例も廃止するという一定の結論をこの協議会で諮問に対し

て答えを出しておくものです。 
委 員：参考資料１の小平市ですがこの助成の条件ですが、保険料滞納者となっ

ていますが、これは不滞納者の誤りですか。 
保 険 年 金 課 長 補 佐：不滞納者の誤りです。申し訳ございません。 
委 員：人間ドックの助成対象の健診施設ですが、他市だと指定の医療機関があ

ったり、どこでもよかったりしますが、府中市ではどのように検討され

ていますか。 
健 康 推 進 課 長：制度設計の段階ですので、まだ確定ではありませんが、国内の医療機関

であれば助成をするということで考えております。 
委 員：今度の見直し案ではいわゆる、健康推進課の予算からの支出になるわけ

ですよね。他市の状況をみると、国保からの助成がある市では１万円で

はなく、２万円などもう少し高い市が多いようです。もしこの見直し案

が通った場合、国保として上乗せで助成があるといいのではないかと思

います。この機会に人間ドックを受けられている方に特定健診を受診し

てもらうという話でしたが、特定健康診査はいわゆる生活習慣病予防を

目的とした健診なので、ガンなどの疾病予防を考えると人間ドックがい

いのかなと思います。そうすると、１万円の助成では少ないのではない

でしょうか。国保からの上乗せ助成があるといいのではないかと思いま

す。 
委 員：胃ガン検診や大腸ガン検診は現在申込制になっていますが、申込者数と

抽選の結果外れる人の割合をここ数年のデータがあったら教えてくだ

さい。あと、人間ドックの全体の受診者数の推移がわかれば教えてくだ

さい。最後に特定健康診査になくて、人間ドックにある項目は何ですか。 
健 康 推 進 課 長：それではガン検診の受診についてお答えいたします。ここ過去３年間の

申し込みについては、当選後のキャンセル件数も加味しますと、申し込

みの方全員当選ということでお知らせしています。ガン検診の中で国の

施策で行っている子宮ガン検診・乳ガン検診・大腸ガン検診は無料クー

ポン券検診というものがあります。これについては、節目の年齢の方に、

無料のクーポン券を配布して希望する方は全員受診できるシステムを

とっております。女性ガン検診についてはお送りした方の約３割の方に

受診いただいてます。平成２３年度から実施しております大腸ガン検診

のクーポン健診では３，２１９名が受診されています。申込制のガン検
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診と合わせても、多くの方に利用いただいておりますので、抽選で外れ

て受診できないという事態は回避できていると考えております。続いて、

人間ドックの受診者ですが、平成２２年度では２，６０５名の方が受診

しております。その内訳は、Ａコースの人が１，７１１名、内、国保の

人が８６７名で５０．７％、Ｂコースの方が８９４名、内、国保の人が

３８０名で４２．５％となっております。 
保 険 年 金 課 長 補 佐：項目の違いについて、人間ドックのみあるのが消化器系の検査項目、腫

瘍マーカー、免疫関係の項目等となります。 
委 員：現在保健センターの人間ドックを利用されている方の約半数が国保の方

ですが、そうでない方も半数いらっしゃいます。民間の人間ドックです

と、だいたい費用が４～５万円かかるようですから、今まで安価で受診

できていた人間ドックが所得の少ない人など、受けたくても受けられな

くなるのではないか、心配です。ですので、答申の中にも保健センター

での人間ドックを残してほしいという文言を入れていただきたいと思

います。最後に、人間ドックが廃止された場合、医療機器等がなくなる

のかもしれませんが、保健センターで実施している成人保健事業に影響

などはないのですか。 
健 康 推 進 課 長：機器にはそれぞれ耐用年数がありますが、来年度以降、各種機器の入替

えが迫っておりまして、購入したがすぐに使用しなくなるというような

機器はございません。大腸ガン検診の測定が人間ドックで使用している

機器を使用しておりますが、他市のように委託で行う場合も自前で行う

場合もコストは大きく違わないので、人間ドックが廃止になっても事業

に影響はないと考えております。子宮ガン検診や乳ガン検診などは医療

機関に委託して行っておりますので、影響はありません。 
会   長：答申内容についてですが、この協議会では保健センターで行っている人

間ドックを廃止するかしないかを議論するのではなく、これに関係する

国保の条例の取り扱いについて諮問されておりますので、そこについて

深い議論をしていただきたいと思います。また、今回配布した資料に府

中市の成人保健事業の案内がありますが、こちらは市民を対象とした、

無料のガン検診等の案内です。人間ドックの代わりとして特定健診との

組み合わせを市民にＰＲしたり、加入者に対してより細かな情報提供を

していくことが大事だろうと思います。 
委 員：人間ドックの代わりは特定健診になっていくだろうと思いますが、特定

健診の項目を充実させていくことが、国保の方たちを高額な人間ドック

に導かない方法だろうと思います。予算削減のために人間ドックをやめ

られるのでしょうから、あまり特定健診の項目を削ってしまうと民間の

人間ドックの受診者が増えて、１万円の助成の方が多くなってしまいか
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ねないのではないでしょうか。ですので、ある程度特定健診の項目を充

実させて実施しているというＰＲが必要ではないでしょうか。 
会   長：府中市の特定健診の項目は国の基本項目よりも多いということと、特定

健診というと４０歳から７４歳までの方が対象となりますが、１８歳か

ら３９歳までの方も健康推進課で行っている若年層健康診査を受診す

ることができます。この健康診査は特定健診とほぼ同じ内容を無料で受

診できると聞いております。今後人間ドックの制度改正によってはこう

いった健診の広報も、十分に行っていくべきではないかと考えておりま

す。 
委 員：若年層健診はかなり抽選の倍率が高かったように思いますがいかがでし

ょうか。 
健 康 推 進 課 長：以前までは男性の対象が３０歳から３９歳と男女で年齢や定員の数が違

っておりましたので、抽選で外れる方もいらっしゃったのですが、平成

２３年度から、男女別の定員を撤廃いたしましたので、現在は希望され

る方が受診できております。 
委 員：市の成人保健事業には男性の前立腺ガン検診は入っておりませんが、今

後こういった検診も事業として行っていくよう検討していくべきでは

ないでしょうか。 
会   長：特定健診の項目を検討するということについては、健康推進課の方で成

人保健事業として関係機関等と協議する場もあると思いますので、そち

らでご検討いただきたいと思います。当協議会では無料で受診できる特

定健診や各種ガン検診事業等を含めた中で、被保険者が受ける人間ドッ

クについて国保として助成をどうするか、ということでございます。今

までも保健センターでの人間ドックには助成がありましたが、一般の人

間ドックには助成がありませんでした。今回、市民全員に助成が出ると

いうことであれば、国保の上乗せ部分は見直し、代わりに特定健診を受

診していただくために、さらなる市民への無料健診の周知や特定健診項

目についての検討を含めて、協議を行っていきたいと考えております。 
委 員：結論はそれで結構ですが、一般市民の感覚として、健康意識が高まって

いる中で医療費を節約しようと心がけている方も多くいらっしゃいま

す。特定健診も費用としては１万円近くかかっているかと思います。今

回の人間ドックの助成では健康推進課からの支出となると思いますの

で、健康推進のためには国保からの助成もお願いしたいと思います。と

いうのは、特定健診から人間ドックに受診者が移ったら国保の支出は減

りますよね。人間ドックの受診が特定健診の受診率として加算できるの

であれば、国保の方からも助成していただけるといいと思います。 
保 険 年 金 課 長：平成２０年度から始まった特定健診ですが、その事業費は国が３分の１、
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都が３分の１、市が３分の１負担して実施しております。資料にもあり

ますが、人間ドックの費用と特定健診の費用の負担の問題や、保険者と

して受診率を上げるために、上乗せ助成を廃止している市もあります。

今まで保健センターで人間ドックを受診した方についてはデータをい

ただいて、特定健診を受診したということで受診率の中に入れておりま

したが、今回仮に見直しで廃止となれば、その分データは頂けなくなる

ので受診者数が減少ということになります。特定健診としてはこの見直

して、受診率が１ポイントぐらいマイナスになる試算です。このような

こともありまして、今回の廃止に伴って人間ドックからできる限り特定

健診の方に移行していただきたいという考えもございます。特定健診の

受診者が増えれば、市民の方は無料ですが、その経費として市からの支

出が増えますので、今まで人間ドックでしていた助成がそのままなくな

るわけではありません。受診料は市で負担いたしますので、必ずしも、

見直しによって国保の支出が減るという考え方にはなりません。 
会   長：それでは、ご意見も交えて審議させていただいたわけですが、大屋委員

さんからも意見をいただきましたが、先週諮問をいただいて、今月中に

答申を行うのは、日程的にも厳しかったと会長としても反省しておりま

す。これまで皆さんからいただいた意見を踏まえて、答申に向けて私な

りに方向付けをしていきたいと思います。今回、府中市の保健センター

で行われている人間ドックが見直しの方向で議論されており、それに関

連して国保に関係する条例について審議していただきました。国保に関

係する条例の改廃については当協議会で審議することとなっておりま

すので、一方の条例の成り行きがはっきりしない中で、その助成に関す

る条例の見直しについて議論していただきました。議論の中にもありま

したが、府中市の保健センターで行っている人間ドックが廃止の方向で

あれば、その助成を定めた国保の条例も必然的に廃止になります。代わ

りにどこで受診した人間ドックでも助成するようであれば、また別の条

例で制定することになります。先だって事務局より各市の助成状況の説

明をいただきましたが、その中でも平成１９年ないしは平成２０年で助

成制度を廃止している他市の状況もあります。府中市は自前で人間ドッ

クを行っていたので、国保からの助成を継続していたという背景があり

ます。一つは国保の条例廃止後、国保からの助成は行わないということ

で次のような要望をしていきたいと考えております。特定健診の受診率

向上に向けて、これを機にその仕組みのＰＲ、又は人間ドックにあった

ガン検診等の周知を含めて、特定健診の通知をする時に一緒にＰＲして

いくということを今後も続けていただくこと。さらに人間ドックが廃止

になっても健康増進のための健診の受診向上に向けて努力をしていた
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だくこと。これをふまえて、重要なガン検診を無料で行ってきているわ

けですから、国保加入者の皆さんにもご利用いただいて健康増進に努め

ていただきたいと思います。とりわけ、特定健診というとメタボだけと

思われがちですので、この健診が健康増進につながるということも認識

していただきたいと考えております。答申につきましては、今申し上げ

た項目も添えて、取りまとめたいと思います。条例廃止についてはやむ

を得ないが、特定健診を含めガン検診等、国保加入者にも無料健診を受

診していただけるような状況を作っていくということで、市長への答申

を作成していこうと考えております。 
委 員：もともと健診はやればいいというわけでなくて、病気を見つけるために

やるわけです。人間ドックは広く浅く検査を行いますが、最近は広く浅

くの健診ではガンに対しては精度が悪いということで、子宮ガン検診や

乳ガン検診など特化した検診が出てきているわけです。そういう点でい

うと、広く浅く投網をかけるような人間ドックより、広く浅くであるな

らいっそのこと特定健診のようになるべく多くの人が受けて、病気を見

つける方がいいと思います。今、メタボが言葉としてはやっているので

一般的にメタボ健診などと言われていますが、もともと健診は広く浅い

ものであって、ただ、肝臓や腎臓など一般的な項目は全部入っている健

診ですから、こちらを受けていただく。その上でやはりガンが心配とい

うのであれば、ドックで見つけるよりも特定的な胃ガン検診や乳ガン検

診を受けていただいた方が効率的だと思います。むしろそれで市民の病

気を早く見つけて対応する、という点においては十分ではないかと思い

ます。今保健センターで行われている人間ドックがなくなることで市民

の病気が増えるかというと、私はそうはならないと思います。健診の組

み合わせを周知していただければ市民の健康を守るという点では遜色

はないかと思います。 
委 員：廃止にお墨付きを与えるような表現にならないよう工夫していただきた

いと思います。 
会   長：各委員さんからご意見をいただいたように、当協議会に諮問をいただい

た内容については、先ほどまとめたような形で、ただし具体的内容につ

いてはご意見も頂きましたので事務局と整理をして市長に答申をさせ

ていただきたいと思います。重ねて申し上げますが、事前に病原を把握

しながらいかにより健康でいるかということについて、国保加入者に対

しての市の制度を総合的に周知を図っていくということを大事にして

いきたいと思っております。各委員さんにご異議なければそのような取

りまとめをさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 
全 委 員：異議なし。 
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会   長：それでは事務局にそのように内容を取りまとめていただいて、各委員さ

んに報告していきたいと思いますので、よろしくお願い致します。 
 
 
日程第２ その他について 

 
会   長：日程第２の「その他について」を議題とします。事務局より何かありま

すか。 
事 務 局：特にございません。 
会   長：それでは他に特にないようですので、これをもちまして平成２４年度第

３回府中市国民健康保険運営協議会を終了いたします。本日は議事運営

にご協力いただきましてありがとうございました。 
 


